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アジア航測の概要



会社概要
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会社名 アジア航測株式会社 Asia Air Survey Co., Ltd.

株式上場 東京証券取引所 スタンダード市場（証券コード：9233）

事業内容 航空機使用事業、測量業、建設コンサルタント業、地質調査業、ほか

従業員（連結） 1,547名（2021年9月期）

設立 1954年2月26日
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事業内容

【主要事業】

・道路事業

・鉄道事業

・行政支援サービス事業

・エネルギー事業

・河川・砂防事業

・森林事業

・環境保全・再生事業

・海外事業



マルチプラットフォーム×マルチセンサ
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様々な
計測技術

・
取得データ

解析
・

データ処理技術

可視化技術

赤色立体地図 3Dデータ表示 AR(拡張現実) MR(複合現実)

DeepLearning 点群処理 SfM/MVS 3Dモデリング

UAV計測 点群取得 衛星画像 航空写真

当社で取り組む地理空間情報ＤＸ
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デジタルツイン構築

現実世界で発生する様々な事象をサイバー空間で解析・シミュレーション

様々な
計測技術

・
取得データ

解析
・

データ処理技術

可視化技術

河川氾濫域・浸水深

レジャー・観光防災 エネルギー

発電量 花火大会
CC BY-NC-ND のライセンスを許諾されています

CC BY のライセンスを許諾されています

当社で取り組む地理空間情報ＤＸ

サイバー空間（仮想空間）上に現実世界の地理空間情報を正確に再現
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トピック： DX認定・DX注目企業2022に選定
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「DX認定事業者」認定を取得

※DX認定制度
デジタル技術による社会変革を踏まえて経営者
に求められる対応をまとめた「デジタルガバナ
ンス・コード」の基本的事項に対応し、DX推進の
準備が整っていると認められる企業を国が認定
するもの。

「DX注目企業2022」に選定

 2022年2月1日付で経済産業省が
定めるDX（デジタルトランスフォー
メーション）認定制度（※）に基づく
「DX認定事業者」の認定を取得。

 2022年6月7日、経済産業省・東京
証券取引所「DX注目企業2022」に
選定頂きました。



Project PLATEAU／デジタルツインの取組み



国土交通省「Project PLATEAU」の取組み
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国土交通省プレスリリース資料より



国土交通省「Project PLATEAU」

当社のかかわり（令和2年度～）
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標準製品仕様書作成 災害リスク情報の可視化

ユースケース開発

3D都市モデル整備
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AIを活用した
3D都市モデル
（LOD2）自動作成
ツールの開発

社会課題解決型ユースケース実証（4件）

エリアマネジメント・ダッシュボードの構築 広島市（広島県） 復建調査設計とのJV

開発許可申請管理システムの構築 茅野市（長野県）

カーボンニュートラル施策推進支援システムの開発 加賀市（石川県）

まちなかウォーキングを促進する健康アプリの開発 岐阜市（岐阜県） NTTドコモとのJV

国土交通省「Project PLATEAU」

当社のかかわり（令和4年度）



国土交通省「Project PLATEAU」

誰でも、いますぐ利用できる（オープンデータ）
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PLATEAU VIEW （ビューワ）

G空間情報センター
（データダウンロード）
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デジタルツイン技術を使った自社研究（復建調査設計様との共同研究）の取組み

広島駅エリア デジタルツインプロジェクト

• 広島駅周辺の3D都市モデル
（LOD1～LOD3）を整備

• 『災害時の帰宅困難者支援』
や、『地域イベント情報配信』
などのサービス開発を実施中

デジタルツインを活用したサービス開発
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業界の取組みの可能性
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幻滅期を短縮し、乗り越えるために、
社会実装にこだわった国・民間・業界
の取組み・盛り上がりが重要

▼ガートナー社「日本における未来志向型インフラ・テクノロジのハイプ・サイクル（2021年）」



『デジタルツイン』 『3D都市』で検索
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高精度3D都市モデルを持続的に提供する力
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• センサー・処理システムの高性能化

• 処理プロセスの自動化

• AI活用

• 品質確保方法の確立

• リアルタイム更新技術

• AR/VR技術との融合



衛星データへの期待



衛星データ活用の可能性
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広 域

狭 域

中 域

⇒ 網羅性・正確性の向上

・初期整備（広域）
（早く・網羅的に）

【整備・拡大期】 【維持・更新期】

・高精度化／高精細化
（必要なエリアから）

・高精細化（投稿等）

・部分更新

・変化の把握（差分）
（定期的に）

⇒ 鮮度の確保

・変化の把握（投稿等）



衛星データ活用によるデジタルツイン構築
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3D都市モデル整備に使用する画像の解像度基準（国土交通省）

ポイント１

画像解像度

ポイント2

範囲・頻度

3D都市モデル整備に使用されている航空写真と比較し、「広域均一
性」、「周期性」、「コスト」の面で衛星データは優位性がある。

整備範囲（カバレッジ）拡大や高頻度更新への使用に期待

ポイント３

ライセンス

オープンデータの潮流はますます広がっており、PLATEAU準拠の3D都
市モデルはオープンデータ化が必須。

二次加工成果のオープンデータ化のためのライセンス体系整備に期待



ご清聴ありがとうございました
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